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琉
球
新
報
社
か
ら
の
原
稿
依
頼
で

上
原
氏
が
執
筆
し
た
「
パ
ン
ド
ラ
」

の
連
載
は
２
０
０
７
年
５
月
２６
日
か

ら
琉
球
新
報
夕
刊
で
始
ま
り
、
第
１

話
が
終
わ
っ
た
。
第
２
話
の
「
慶
良

間
で
何
が
起
き
た
の
か
」
の
原
稿
を

新
聞
社
に
渡
し
た
と
こ
ろ
、
２
話
掲

載
予
定
の
前
日
の
同
年
６
月
１８
日
、

一
方
的
に
掲
載
拒
否
を
通
達
さ
れ

た
。

約
４
カ
月
後
に
連
載
は
再
開
さ
れ

た
が
、
資
料
と
し
て
は
貴
重
な
渡
嘉

あ
か
ま
つ
よ
し
つ
ぐ

敷
島
旧
指
揮
官
の
赤
松
嘉
次
氏
の
手

紙
の
内
容
を
記
述
し
た
最
終
回
の
１

８
１
回
目
の

原
稿
掲
載
も

拒

否

さ

れ

た
。
こ
の
た

め
、
上
原
氏

は

昨

年
１

月
、
「
連
載

拒
否
は
、
表

現
の
自
由
侵

害
と
著
作
権

侵
害
に
あ
た

る
」
と
し
て

琉
球
新
報
社

に
対
し
訴
訟

を

起

こ

し

た
。１７

日
証
人

尋
問
に
立
っ

た
の
は
原
告

側
か
ら
は
上

原
氏
と
沖
縄

県
文
化
協
会
会
長
で『
う

ら
そ
え
文
藝
』編
集
長
の

星
雅
彦
氏
。
被
告
側
は
、

当
時
、
琉
球
新
報
の
編
集

え

が

わ

局
次
長
兼
文
化
部
長
だ
っ
た
枝
川
健

治
・
総
務
局
付
参
与
と
当
時
編
集
委

員
と
し
て
連
載
終
盤
を
担
当
し
た
名

城
知
二
朗
・
デ
ジ
タ
ル
戦
略
室
長
だ
。

尋
問
は
、
原
告
側
の
星
氏
か
ら
始

ま
っ
た
。星
氏
に
よ
る
と
、２
０
０
７

年
８
月
頃
、
琉
球
新
報
か
ら
依
頼
さ

れ
て
書
い
た
「
集
団
自
決
に
お
い
て

軍
の
命
令
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
内

容
の
原
稿
が
、
担
当
記
者
に
よ
っ
て

大
幅
に
縮
小
・
書
き
換
え
ら
れ
た
上
、

後
に
な
っ
て
「
社
の
方
針
に
合
わ
な

い
の
で
、や
は
り
掲
載
で
き
な
い
」と

言
わ
れ
、依
頼
さ
れ
た
原
稿
が「
社
の

方
針
」
で
一
方
的
に
拒
否
さ
れ
た
こ

と
を
証
言
し
た
。

被
告
側
弁
護
士
は
、「
新
聞
社
に
は

編
集
権
と
い
う
も
の
が
あ
る
」「
持
ち

込
ま
れ
た
原
稿
が
す
べ
て
掲
載
さ
れ

る
と
は
限
ら
な
い
」と
反
論
し
た
が
、

星
氏
は
、
「
琉
球
新
報
に
依
頼
さ
れ

て
書
い
た
原
稿
は
あ
る
が
、
持
ち
込

ん
だ
原
稿
は
こ
れ
ま
で
一
度
も
な

い
」
と
証
言
し
た
。

続
い
て
被
告
側
の
証
人
と
し
て
枝

川
氏
と
名
城
氏
が
尋
問
を
受
け
た
。

被
告
側
の
言
い
分
は
こ
う
だ
。

▼
新
聞
社
は
、連
載
第
１
話
、第
２

話
の
内
容
が
上
原
氏
の
か
つ
て
の
連

載
『
沖
縄
戦
シ
ョ
ウ
ダ
ウ
ン
』
の
内

容
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、「
二
重
掲
載
」と

判
断
、
掲
載
拒
否
を
決
め
た
。
▼
一

字
一
句
同
じ
文
字
の
二
重
掲
載
に
原

稿
料
を
払
え
な
い
▼
新
聞
社
と
し
て

二
重
掲
載
は
常
識
的
に
許
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
"
"
。

『
沖
縄
戦
シ
ョ
ウ
ダ
ウ
ン
』
は
琉

球
新
報
に
１
９
９
６
年
６
月
１
日
か

ら
１３
回
連
載
さ
れ
た
も
の
で
、
米
海

兵
隊
の
第
７７
歩
兵
師
団

所
属
の
グ
レ
ン
・
シ
ア

レ
ス
伍
長
の
手
記
（
上

原
氏
の
翻
訳
）
を
元
に

書
か
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
だ
。
枝
川
氏
は

「
お
よ
そ
、
小
説
で
あ

る
か
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
で
あ
る
か
を
問
わ

ず
、
過
去
に
発
表
し
た

も
の
と
同
じ
文
章
を
使

用
す
る
こ
と
は
許
さ
れ

る
は
ず
が
な
い
。
百
歩

譲
っ
て
同
じ
文
章
を
使

う
に
し
て
も
表
現
を
変

え
る
も
の
」
と
主
張
し

た
。

こ
れ
に
対
し
て
原
告
代
理
人
の
徳

永
信
一
弁
護
士
は
反
対
尋
問
で
、「
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
は
事
実
と
資
料
に

基
づ
い
て
人
間
の
物
語
を
書
く
こ

と
」
と
定
義
を
示
し
た
。
枝
川
氏
は

「
は
い
」
と
認
め
た
も
の
の
、
『
パ

ン
ド
ラ
』
に
つ
い
て
は
引
用
し
て
い

る
部
分
が
長
く
、
せ
め
て
他
の
文
章

ぐ
ら
い
書
き
換
え
る
べ
き
だ
と
反
論

し
た
。

「
で
は
地
の
部
分
で
ど
こ
に
二
重

掲
載
が
あ
る
の
か
示
し
て
く
だ
さ

い
」
と
徳
永
弁
護
士
が
『
パ
ン
ド

ラ
』
の
連
載
原
稿
と
『
沖
縄
シ
ョ
ウ

ダ
ウ
ン
』
の
連
載
を
枝
川
氏
に
見
せ

る
と
、
引
用
以
外
の
記
述
が
全
く
異

な
っ
て
い
た
た
め
、
「
即
答
で
き
な

い
」
と
口
ご
も
っ
た
。
被
告
側
の
連

載
拒
否
理
由
の
論
理
が
破

た
ん
し
た
瞬
間
だ
っ
た
。

名
城
氏
の
陳
述
も
、
二

重
掲
載
は
契
約
違
反
に
当

た
る
と
い
う
こ
と
に
終
始

し
た
。
し
か
し
、『
パ
ン

ド
ラ
』の
連
載
１
８
０
回

の
う
ち
同
じ
資
料
の
引
用

は
３
回
分
で
あ
り
、
新
聞

社
が
二
重
掲
載
を
理
由
に

連
載
中
断
し
た
根
拠
に
乏

し
い
。
上
原
氏
は
「
初
出

の
資
料
を
使
う
」
と
い
う

契
約
は
な
か
っ
た
と
主
張

し
て
い
る
。

当
時
、
歴
史
教
科
書
に

お
け
る
沖
縄
戦
の
内
容
で

集
団
自
決
の
軍
命
の
記
述
を
削
除
す

る
検
定
意
見
に
抗
議
す
る
「
教
科
書

検
定
意
見
撤
回
を
求
め
る
県
民
大

会
」が
行
わ
れ
る
な
ど
、県
内
マ
ス
コ

ミ
は
一
丸
と
な
っ
て
抗
議
し
て
い
た

が
、名
城
氏
は
、琉
球
新
報
も
検
定
意

見
撤
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
張
っ
て

い
た
こ
と
を
認
め
る
証
言
を
し
た
。

今
回
の
証
人
尋
問
で
、
集
団
自
決
に

「
軍
命
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
内
容

の
意
見
、
論
調
は
「
社
の
方
針
と
し

て
」
掲
載
し
な
い
と
い
う
新
聞
社
の

偏
向
ぶ
り
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

上
原
氏
に
よ
る
と
、
連
載
開
始
か

ら
連
載
に
責
任
を
持
ち
、
中
断
を
決

め
た
の
は
、
当
時
の
編
集
委
員
で
あ

る
前
泊
博
盛
・
沖
縄
国
際
大
学
教
授

だ
と
い
う
。
こ
の
た
め
、
前
泊
氏
が

当
初
証
人
尋
問
に
出
廷
す
る
予
定
だ

っ
た
が
、
６
月
の
口
頭
弁
論
の
当
日

に
な
っ
て
被
告
弁
護
士
が
証
人
撤
回

を
申
し
出
て
き
た
。
裁
判
後
の
報
告

会
で
、
徳
永
弁
護
士
は
「
前
泊
氏
が

証
言
を
回
避
し
た
理
由
は
『
敵
前
逃

亡
』
ほ
か
な
ら
な

い
」
と
断
言
。
「
社

会
の
公
器
た
る
琉
球

新
報
が
（
前
泊
氏
の

証
言
を
避
け
た
こ
と
で
）
ど
う
い
う

も
の
な
の
か
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
」
と
琉
球
新
報
の
編
集
体

質
に
疑
問
を
投
げ
掛
け
た
。

同
裁
判
の
目
的
に
つ
い
て
、
徳
永

弁
護
士
は
「
単
な
る
法
律
上
の
問
題

だ
け
で
は
な
く
、
社
の
方
針
や
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
反
す
る
事
実
を
無
視

し
、
自
分
た
ち
の
都
合
の
い
い
も
の

し
か
発
信
し
な
い
こ
と
を
世
間
に
知

ら
し
め
、
本
土
に
間
違
っ
て
伝
え
ら

れ
て
い
る
!
沖
縄
の
世
論
"
が
い
か

ゆ
が

に
歪
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
も
の
」
だ
と
指
摘
し
た
。

同
裁
判
は
９
月
１８
日
、
最
終
弁
論

を
も
っ
て
結
審
し
、
年
末
頃
に
も
判

決
が
下
さ
れ
る
見
通
し
。

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
家
の
上
原
正
稔
氏
が
琉
球
新
報
社
に
対
し
て
沖
縄
戦
に
関
す
る
連
載
『
パ
ン
ド
ラ
の

箱
を
開
け
る
時
』
の
第
二
話
の
掲
載
を
一
方
的
に
拒
否
さ
れ
た
と
し
て
未
掲
載
分
の
原
稿
料
や
慰
謝
料
な
ど
約

１
千
万
円
の
損
害
賠
償
を
求
め
た
訴
訟
の
証
人
尋
問
が
１７
日
、
那
覇
地
裁
で
行
わ
れ
た
。
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

に
は
過
去
の
資
料
の
引
用
が
重
要
で
あ
り
、
資
料
引
用
を
理
由
に
掲
載
を
中
断
し
た
こ
と
は
表
現
の
自
由
と
著

作
権
の
侵
害
と
主
張
し
た
原
告
側
に
対
し
、
被
告
側
は
原
告
の
連
載
が
「
二
重
掲
載
」
で
「
初
出
の
内
容
を
用

い
て
原
稿
を
書
く
」
と
い
う
契
約
に
違
反
し
て
い
る
と
主
張
し
た
が
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
に
お
け
る
過
去
の

資
料
の
引
用
と
「
二
重
掲
載
」
の
明
確
な
違
い
を
示
し
き
れ
ず
、
掲
載
拒
否
の
根
拠
が
不
明
確
の
ま
ま
終
わ
っ

た
。
同
訴
訟
は
、
８
度
に
わ
た
る
口
頭
弁
論
を
経
て
証
人
尋
問
に
入
り
、
い
よ
い
よ
大
詰
め
を
迎
え
た
。

（
那
覇
支
局
・
豊
田

剛
）

!
パ
ン
ド
ラ
の
箱
"訴
訟
で
証
人
尋
問

往年の名選手たちが直接指導
金田正一（元巨人）、谷沢健一（元中日）、加藤秀治（元

阪急）らプロ野球のＯＢ２４人が８日、宜野湾市立野球

場で市内の少年野球チームを指導するなどして直接触

れ合った。宜野湾市制施行５０周年記念行事の一環とし

て開催されたもので、少年野球チームのちびっこたち

は、往年のプロ野球選手と一緒に記念撮影＝写真＝を

して、思い出に残る一日を過ごした。「パンドラの箱掲載拒否訴訟報告会」で裁判について解説する
徳永信一弁護士（右）。原告の上原正稔氏（中央）と証人尋問に立
った星雅彦氏（左）も参加した＝１７日、沖縄県青年会館（那覇市）

８
月
４
日
、
沖
縄

市
に
あ
る
沖
縄
県
総

合
運
動
公
園
陸
上
競

技
場
で
「
全
島
サ
ッ

カ
ー
１
万
人
祭
り
」

が
行
わ
れ
る
。
県
と

県
サ
ッ
カ
ー
協
会

が
、
日
本
フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
リ
ー
グ
（
Ｊ
Ｆ
Ｌ
）
の
Ｆ
Ｃ
琉

球
を
Ｊ
リ
ー
グ
入

り
さ
せ
る
機
運
を

盛
り
上
げ
る
た
め

に
企
画
し
た
も
の
だ
。

当
日
は
、
Ｆ
Ｃ
琉
球
対
藤
枝
Ｍ
Ｙ

Ｆ
Ｃ
の
試
合
の
ほ
か
、
ビ
ア
・
泡
盛

フ
ェ
ス
タ
、
サ
ッ
カ
ー
チ
ャ
レ
ン

ジ
、
グ
ル
メ
フ
ェ
ア
な
ど
が
あ
る
。

Ｆ
Ｃ
琉
球
１０
周
年
記
念
企
画
と
し
て

写
真
展
、
ユ
ニ
ホ
ー
ム
展
、
ラ
モ
ス

瑠
偉
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
あ
る
。

県
は
、
同
競
技
場
を
Ｊ
２
で
使
用

で
き
る
規
格
に
す
る
た
め
に
来
年
度

か
ら
改
修
工
事
に
着
手
、
競
技
場
は

２
０
１
５
年
２
月
に
完
成
す
る
予
定

だ
。
県
内
の
サ
ッ
カ
ー
関
係
者
や
フ

ァ
ン
ら
が
約
１６
万
５
千
人
の
署
名
を

集
め
、
県
が
動
き
出
し
た
。

女
子
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
で
昨
シ
ー

ズ
ン
優
勝
し
た
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｃ
神
戸
レ
オ

ネ
ッ
サ
が
今
年
３
月
２４
日
、
同
競
技

場
で
米
国
の
強
豪
ス
カ
イ
ブ
ル
ー
Ｆ

Ｃ
と
親
善
試
合
を
行
っ
た
。
世
界
一

の
プ
レ
ー
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
観
客

は
約
６
千
人
と
目
標
を
下
回
っ
た
。

こ
の
た
め
、
４
日
の
Ｆ
Ｃ
琉
球
の
試

合
に
は
チ
ラ
シ
を
持
参
す
る
と
４
人

ま
で
無
料
観
戦
で
き
る
と
い
う
主
催

側
は
太
っ
腹
の
企
画
を
立
て
た
。

Ｆ
Ｃ
琉
球
の
榊
原
信
行
代
表
は

「
県
内
で
は
、
何
万
人
と
い
う
数
が

入
っ
た
空
間
の
中
で
サ
ッ
カ
ー
の
試

合
を
観
た
子
供
た
ち
は
数
少
な
い
。

地
域
の
誇
り
を
賭
け
て
戦
う
選
手
た

ち
を
応
援
す
る
高
揚
感
や
感
動
、
喜

び
を
体
感
し
て
も
ら
い
、
ホ
ー
ム
ゲ

ー
ム
に
足
を
運
ん
で
も
ら
い
た
い
」

と
集
客
に
余
念
が

な
い
。

「
Ｊ
リ
ー
グ
が

あ
る
地
域
で
は
２
週
間
に
１
回
は
サ

ッ
カ
ー
の
お
祭
り
が
あ
る
よ
う
な
も

の
だ
」
と
榊
原
代
表
は
言
う
。
今
回

の
よ
う
な
サ
ッ
カ
ー
祭
り
が
一
過
性

イ
ベ
ン
ト
で
は
な
く
定
期
的
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
沖
縄
で
も
サ

ッ
カ
ー
人
気
が
定
着
す
る
に
違
い
な

い
。

（
Ｔ
）

過
去
の
資
料
引
用!
二
重
掲
載
"と
主
張
琉
球
新
報

サ
ッ
カ
ー
観
客
１
万
人
目
指
す#社の方針として

拒否$浮き彫りに

▼
夏
の
あ
や
は
し
フ
ェ
ア

７
月
２２
日
（
日
）、海
の
駅
あ

や
は
し
館（
う
る
ま
市
）で
。

う
る
ま
市
の
島
々
（
平
安
座

島
、
宮
城
島
、
伊
計
島
、
浜

比
嘉
島
、
津
堅
島
）
の
新
鮮

な
野
菜
市
や
、
地
元
の
子
供

た
ち
に
よ
る
演
舞
、
「
ミ
ー

バ
イ
」
の
大
試
食
会
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど
が
あ
る
。
問
い

合
わ
せ＝

海
の
駅
あ
や
は
し

館
（
電
）
０
９
８（
９
７
８
）

８
８
３
０
。

▼
健
康
な
は
２１
推
進
市
民
大

会

２８
日
（
土
）
午
後
２
時

開
会
、
パ
レ
ッ
ト
市
民
劇
場

（
那
覇
市
）
で
。
生
活
習
慣

病
に
な
ら
ず
に
元
気
で
健
康

に
生
活
で
き
る
よ
う
、
健
康

づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
取
り

組
ん
で
い
く
イ
ベ
ン
ト＝

写

真＝

。「
血
管
を
守
る
と
、腎

臓
は
元
気
に
な
る
！
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
あ

る
。
先
着
１
０
０
人
に
乾
燥

も
ず
く
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
入
場

無
料
。
問
い
合
わ
せ＝

那
覇

市
健
康
推
進
課
（
電
）
０
９

８
（
８
６
２
）
９
０
１
６
。

▼
キ
ジ
ム
ナ
ー
フ
ェ
ス
タ

２８
日
（
土
）
〜
８
月
５
日

（
日
）
ま
で
、
沖
縄
市
民
会

館
、
コ
リ
ン
ザ
な
ど
（
沖
縄

市
）
で
。
世
界
中
か
ら
多
く

の
児
童
青
少
年
演
劇
関
係
者

が
集
ま
る
大
き
な
イ
ベ
ン

ト
。
期
間
中
、
世
界
各
国
児

童
青
少
年
演
劇
作
品
の
上
演

に
加
え
、
セ
ミ
ナ
ー
や
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
が
企
画
さ
れ
て
い

る
。
問
い
合
わ
せ＝

キ
ジ
ム

ナ
ー
フ
ェ
ス
タ
セ
ン
タ
ー

（
電
）
０
９
８
（
９
２
１
）

２
１
０
０
。

催

し

不不
明明
確確
なな
掲掲
載載
拒拒
否否
のの
根根
拠拠

（１６）!第３種郵便物認可"
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